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５
校
下
で

敬
老
大
会

敬
老
の
日

の
九
月
二
十

一
日
を
中
心
に
区
内
で
敬
老
の

催
し
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
港

区
全
体
で
は
七
十
歳
以
上
の
高

齢
者
一
一
九
六
五
人
（
昨
年
よ

り
二
六
人
増
）
や
金
婚
夫
婦
一

六
七
組
（
い
ず
れ
も
港
区
地
域

振
興
会
女
性
部
調
べ
）
が
長
寿

を
祝
福
さ
れ
、
長
年
の
社
会
貢

献
に
敬
意
を
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
影
響
で
催
し
を
中
止
す
る

地
域
が
続
出
、
開
催
さ
れ
た
の

は
南
市
岡
、
市
岡
、
田
中
、
三

先
、
池
島
の
五
校
下
で
し
た
。

こ
の
う
ち
三
先
小
で
開
か
れ
た

敬
老
お
祝
い
大
会

に
は
約

四
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
笠か

さ

谷た
に

一
男
・
三

先
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

が
、
同
地
区
の
七
十
歳
以
上
が

九
五
二
人
（
男
性
三
九
五
人
、

女
性
五
五
七
人
）
で
あ
っ
た
こ

と
を
報
告
。
か
つ
て
な
い
高
齢

化
の
中
、
地
域
の
様
々
な
催
し

に
参
加
さ
れ
、
健
康
で
明
る
い

老
後
を
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
金
婚
夫
婦
八
組
、

九
十
歳
以
上
十
一
人
、
八
十
五

歳
以
上
十
三
人
に
同
会
長
が
記

念
品
を
贈
呈
。
東あ

ず

信ま

作
港
区
長

（
代
読
）
、
山
田
良
則
三
先
小

学
校
校
長
、
塩
見
如ゆ

き

男お

淀
川
左

岸
水
防
事
務
組
合
議
員
、
鳥
取

政
晴
ミ
サ
キ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会

長
ら
が
挨あ

い

拶さ
つ

。
同
地
区
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
委
員
会
か
ら
参
加
者
一

人
一
人
に
千ち

代よ

紙が
み

コ
ー
ス
タ
ー

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

●
心
づ
く
し
の
出
し
物

第
二
部
で
は
女
性
会
の
民

謡
、
三
先
小
五
年
生
有
志
の
歌

・
ダ
ン
ス
な
ど
、
心
づ
く
し
の

出
し
物
が
次
々
と
登
場
し
、
参

加
者
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

参
加
者
の
う
ち
金
婚
祝
い
を

代
表
で
受
け
た
市い

ち

木き

藤ふ
じ

楠く
す

さ
ん

は
和
歌
山
県
に
生
ま
れ
、

戦
後
上
阪
し
て
妻
愛あ

い

子こ

さ
ん

と
結
婚
。
自
動
車
部
品
の

商
社
に
三
十
三
年
間
勤
め
、
定

年
退
職
後
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
で
健
康
管
理
、
趣
味
の
写
真

撮
影
も
続
け
て
い
る
そ
う
で

す
。

苦
労
し
た
の
は
二
度
の

水
害
。
二
階
か
ら
下
が
水
浸び

た

し

に
な
る
な
ど
大
変
で
し
た
。
今

は
お
陰
さ
ま
で
健
康
や
生
活
面

の
不
安
は
な
く
、
感
謝
し
て
い

ま
す

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地域挙げてのもてなしが温かかった三
先地区の敬老大会（写真上は笠谷・三
先地区社協会長 から祝い品を贈られ
る長寿者代表、下は懐かしい歌を披露
する三先シニアクラブひばり会）

■
あ
ゆ
み
作
業
所

福
祉
バ
ザ

ー

十
一
月
一
日
（
日
）
十

十
五
時
（
雨
天
な
ら
三
日
）
、

同
作
業
所
（
築
港
三

一
〇

一
八
、天
保
山
公
園
南
向
か
い
）

で
。
物
品
提
供
な
ど
の
支
援
歓

迎
。
同
作
業
所
は
主
に
知
的
障

害
者
の
た
め
の
指
定
生
活
介
護

事
業
所
。
障
害
あ
る
人
た
ち
が

住
み
慣
れ
た
港
区
で
安
心
し
て

働
き
、
暮
ら
し
、
社
会
参
加
で

き
る
サ
ポ
ー
ト
施
設
と
し
て
活

動
。
六
五
七
二

〇
七
一
四
。

■
港
の
つ
ど
い

広
げ
よ
う

仲
間
の
輪
！
子
ど
も
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
学
校
を
！
守
ろ
う
憲

法
九
条
と
平
和
を
！

を
合
言

葉
に
港
・
大
正
・
西
区
の
幼
・

小
・
中
教
職
員
や
地
域
の
人
々

が
交
流
し
、
教
育
や
平
和
を
考

え
る
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

代だ
い

田た

幸さ
ち

子こ

さ
ん
（
七
面
に
ラ
イ

ブ
情
報
）の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
。

十
月
十
六
日
（
金
）
十
七
時
半

か
ら
港
区
民
セ
ン
タ
ー
で
。
入

場
無
料
。
主
催
は
大
阪
市
学
校

園
教
職
員
組
合
港
支
部
。

六

五
八
一

四
五
四
四
。

■
港
合
同

困
っ
た
時
の
労
働

相
談
村

一
人
で
も
入
れ
る

労
働
組
合

港
合
同

に
よ
る

相
談
活
動
。
倒
産
、
解
雇
、
賃

金
遅
欠
配
、
条
件
切
り
下
げ
、

配
置
転
換
、
偽
装
請
負
、
組
合

潰つ
ぶ

し
等
々
ど
ん
な
労
働
問
題
に

も
経
験
豊
か
な
ス
タ
ッ
フ
が
親

身
に
対
応
。
相
談
無
料
。
当
面

の
開
設
日
は
十
月
十
三
日

（
火
）
、
十
一
月
五
日
（
木
）

の
各
十
七

十
九
時
。
南
市
岡

三

六

二
六

レ
ス
ト
ラ
ン

地
底
旅
行

駐
車
場
内
で
。
十

月
二
十
三
日（
金
）十
八
時
か
ら

隣
接
の
田
中
機
械
ホ
ー
ル
で
映

画『
ス
タ
ン
ド
・
ア
ッ
プ
』上
映

会
。
六
五
八
三

四
八
五
八
。

■
港
合
同

交
流
秋
ま
つ
り

労
働
者
と
地
域
住
民
が
歌
や

踊
り
、
争
議
支
援
バ
ザ
ー
や
格

安
屋
台
、
景
品
が
当
た
る
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
や
飛
び
入
り
で
き
る

カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
で
交
流
。

十
月
十
八
日
（
日
）
十

十
四

時
、
田
中
機
械
（
南
市
岡
三

六

二
六
）で
。入
場
無
料
。
港

合
同
と
同
も
ち
つ
き
実
行
委
主

催
。

み
な
と
共
催
。
六

五
八
三

四
八
五
八
港
合
同
。

■
異
文
化
交
流
フ
ェ
ス
タ

天

保
山

異
文
化
交
流
を
目
的
に

開
か
れ
る
初
の
催
し
。

南
米

・
沖
縄
・
韓
国
・
東
南
ア
ジ
ア

の
ダ
ン
ス
と
音
楽

南
米
・
沖

縄
料
理
と
飲
み
物

フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
等
。
労
働
・
生
活
・

法
律
・
健
康
等
の
無
料
相
談

（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ス
ペ
イ
ン

語
通
訳
あ
り
）
も
。
十
月
二
十

五
日（
日
）十
一

十
六
時
、
天

保
山
ホ
ー
ル
（
築
港
三

一
一

八
、観
覧
車
前
）で
。
入
場
無

料
、雨
天
決
行
。主
催
は
フ
ェ
ス

タ
実
行
委
。

六
三
五
二

五

〇
〇
五
ユ
ニ
オ
ン
お
お
さ
か
。

■
表
具
内
装
工
芸
展

近
畿
の

表ひ
ょ

具う
ぐ

内
装
職
人
に
よ
る
掛か

け

軸じ
く

・

襖ふ
す
ま・
屏び

ょ

風う
ぶ

・
衝つ

い

立た
て

・
壁へ

き

装そ
う

等
の

作
品
を
一
堂
に
。
十
月
十
七
日

（
土
）
、
十
八
日
（
日
）
の
十

十
六
時
半
（
最
終
日
十
六

時
）
、
大
阪
く
ら
し
の
今こ

ん

昔じ
ゃ

館く

（
地
下
鉄
天
六

出
口
直
結
）

八
階
で
。入
場
無
料
。大
阪
府
表

具
内
装
協
同
組
合
な
ど
主
催
。

■
タ
イ
の
エ
イ
ズ
の
子
ど
も
た

ち
へ
の
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
施
術

会

タ
イ
の
エ
イ
ズ
の
現
状

を
知
り
、
最
大
の
犠
牲
と
な
っ

て
い
る
子
ど
も
ら
に
救
い
の
手

を

と
の
呼
び
か
け
に
毎
月
区

民
が
来
場
し
、
施せ

じ

術ゅ
つ

を
受
け
て

い
る

写
真
。
日
本
気
道
術
学

会
主
催
。
第
十
六
回
は
十
月
二

十
三
日
（
金
）
十
三

十
六
時

に
港
区
民
セ
ン
タ
ー
一
階
菊

の
間
で
。支
援
金
一
口
五
百
円
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
手
伝
い
さ
ん

募
集
。

〇
八
〇

一
四
〇
四

四
三
三
九

快か
い

生き

堂ど
う

堀
川
。

読者の皆さんの投稿を歓迎します。内容は自由ですが、掲載・

不掲載の決定や文章上の調整は本紙で行ないます。匿名でもかま

いませんが、内容確認などのため、必ず本紙と連絡がとれるよう

お願いします。手紙かハガキかファクスで送って下さい。

中
央
大
通
北
側
の
一
部
を

本
来
の
３
車
線
に
戻
し
て

（
田
中
２
・
藤
原つ

勉と
む

）

中
央
大
通
の
田
中
二
丁
目
付

近
か
ら
東
へ
百

以
上
に
亘わ

た

り
、
地
下
鉄
高
架
の
北
側
の
車

道
三
車
線
の
う
ち
一
車
線
分

が
、
ポ
ー
ル
を
立
て
て
使
用
で

き
な
い
よ
う
に
さ
れ
て
い
る

写
真

件
に
つ
い
て
、
お
願
い

で
す
。
こ
の
道
路
で
過
去
に
子

供
さ
ん
が
交
通
事
故
で
亡
く
な

ら
れ
、
遺
族
の
方
の
申
し
出
に

よ
り
一
車
線
を
使
用
不
能
に
さ

れ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま

す
。し
か
し
こ
の
道
路
は
現
在
、

土
・
日
曜
日
に
は
海
遊
館
行
き

の
車
な
ど
で
大
変
混
雑
す
る

上
、
カ
ー
ブ
し
て
い
る
た
め
、

交
通
事
故
に
な
ら
な
い
か
と
心

配
し
て
い
ま
す
。

仏
教
で
は
死
後
一
年
、三
年
、

三
十
三
年
と
慰
霊
の
法ほ

う

要よ
う

が
あ

り
ま
す
。
ご
遺
族
の
方
の
哀
し

み
は
分
か
り
ま
す
が
、
も
う
そ

ろ
そ
ろ
三
十
三
年
に
な
る
と
推

察
致
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
元

の
広
い
三
車
線
に
戻
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
。

先
般
、
府
庁
を
大
阪
南
港
の

へ
移
転
す
る
と
の
構
想

が
橋
下
知
事
か
ら
出
さ
れ
、
議

員
の
反
対
で
駄
目
に
な
り
ま
し

た
が
、
ま
だ
諦あ

き

めら

て
い
な
い
よ

う
で
す
。
も
し
実
現
し
た
ら
、

こ
の
道
路
は
市
内
か
ら
府
庁
へ

の
メ
イ
ン
道
路
に
な
り
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
交
通
が
一
層
激
し

く
な
り
、
当
然
三
車
線
が
必
要

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
関
係
各

位
の
ご
検
討
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

道
路
管
理
者
で
あ
る
大
阪

市
建
設
局
西
工
営
所
の
担
当
者

の
話

当
該
個
所
は
カ
ー
ブ
し

て
い
て
車
の
進
行
方
向
の
右
側

の
見
通
し
が
悪
い
た
め
、
特
に

交
差
点
で
の
事
故
（
右
側
か
ら

出
て
く
る
歩
行
者
と
の
接
触
）

の
危
険
性
が
高
く
、
昨
年
も
高

齢
女
性
が
一
人
亡
く
な
ら
れ
ま

し
た
。港
警
察
と
も
相
談
の
上
、

引
き
続
き
右
側
一
車
線
の
規
制

は
必
要
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

ド
ン
キ
ホ
ー
テ
前
歩
道

自
転
車
を
何
と
か
し
て

（
田
中
・
男
性
）

弁
天
三
丁
目
の
ド
ン
・
キ
ホ

ー
テ
前
の
歩
道
は
土
・
日
の
昼

間
な
ど
買
い
物
客
の
自
転
車
で

溢あ
ふ

れ
、
通
行
に
も
支
障
を
来き

た

す

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
特
に

中
央
大
通
沿
い
は
同
店
利
用
者

の
自
転
車
で
占
拠
さ
れ
、
高
齢

者
や
車
イ
ス
利
用
者
に
は
危
険

な
状
態
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

元
々
専
用
の
駐
輪
施
設
が
な
い

た
め
、
買
い
物
客
は
仕
方
な
く

歩
道
に
自
転
車
を
停と

め
て
い
る

の
で
す
。
一
刻
も
早
く
何
と
か

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

小
さ
な
店
に
も
誇
り
が

（
弁
天
３
・

代
女
性
）

逆
境
に
耐
え
る
地
域
小
売

業
（
一
面
に
連
載
中
）を
読
ん

で
。
普
段
何
気
な
く
通
り
過
ぎ

て
い
る
小
さ
な
お
店
に
も
確
か

な
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
た
ご
主
人

が
お
ら
れ
る
の
だ
な
ぁ
と
実
感

し
、応
援
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

久
田

提
言

う
れ
し
く

（
磯
路
・
女
性
）

久
田
雄
介
さ
ん
の
提
言

現

代
の
う
ば
捨
て
山

後
期
高
齢

者
医
療
制
度
や
め
よ

（
前
号

２
面
）
を
し
っ
か
り
読
み
ま
し

た
。
私
が
思
っ
て
い
る
こ
と
、

不
満
に
思
う
こ
と
を
こ
ん
な
に

若
い
方
が
考
え
て
下
さ
る
こ
と

に
、
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
国

は
何
か
に
付
け
て
強
制
・
強
行

す
る
こ
と
が
多
す
ぎ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
こ
の
頃
は
港
新
聞

を
し
っ
か
り
読
み
、
保
存
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

戦
争
体
験
に
感
謝

（
波
除
・
女
性
）

平
和
の
た
め
戦
争
体
験
語

り
継
ご
う

（
毎
号
８
面
）
を

身
に
つ
ま
さ
れ
る
思
い
で
読
ん

で
お
り
ま
す
。
戦
争
を
体
験
し

て
い
な
い
私
に
は
想
像
を
遥は

る

か

に
超
え
る
も
の
で
す
が
、
少
し

で
も
当
時
の
事
が
感
じ
取
れ
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
ん
な
大
変

な
お
話
を
現
代
に
、
そ
し
て
未

来
に
伝
え
て
下
さ
る
こ
と
に
感

謝
し
つ
つ
、
決
し
て
忘
れ
な
い

で
お
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

家
畜
防
疫
官
に
興
味
深
く

（
波
除
４
・
女
性
）

港
の
仕
事
人

動
物
検
疫

所
・
家
畜
防
疫
官

（
前
号
か

ら
４
面
に
連
載
）
を
大
変
興
味

深
く
読
み
ま
し
た
。
こ
ん
な
近

く
に
動
物
検
疫
所
が
あ
る
こ
と

に
驚
き
、
お
仕
事
の
内
容
に
も

目
か
ら
ウ
ロ
コ
で
し
た
。
輸
入

に
頼
る
日
本
の
食
卓
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
人
た
ち
の
こ
と
を

知
り
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。


